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令和５年２月１日 市長定例記者会見 会見録 

◆司会 

それではただ今から市長定例記者会見を始めさせていただきます。市長、よろし

くお願いいたします。 

◆市長 

よろしくお願いいたします。先ほど秘書課長から今日、私の任期が、あと、   

ちょうど 70 日だというふうに聞きました。任期いっぱい、精いっぱい取り組ん

でまいりたいと思いますので、今日もよろしくお願いをいたします。 

今日の案件は二つですね。まず一つ目は令和４年度２月補正予算案の概要に 

ついてです。今回の補正予算案は、すでに記者の皆さんには財政局からレクが 

あったと存じますけれども、二つの柱を掲げました。 

一つ目、国の補正予算の活用、二つ目、台風 15 号被害への対応であります。 

一つ目の柱、国の補正予算の活用ではまず子どもの安全安心対策に取り組んで

まいります。この４月から未就学児の送迎バスへの安全装置の装備が義務化 

されることから、本市でも認定こども園や保育所、障害児通所施設などの送迎 

バスの安全装置をはじめ、登園管理システムやＧＰＳを利用した見守りタグ 

などの整備を推進してまいります。次に新型コロナウイルス感染症対策として

は消毒液や衛生用品の購入など、市内の民間こども園や児童クラブが行う感染

症対策への助成を行うとともに、出産間近の妊婦さんの不安を和らげるため 

分娩前にＰＣＲ検査を無料で受けられる体制を整えてまいります。さらに、  

防災・減災・国土強靭化として市立小中学校のトイレの洋式化などに取り組んで

いくとともに、道路や橋梁、下水道施設などの社会インフラの整備も推進して 

まいります。 

二つ目の柱、台風１５号被害への対応につきましては、現在、災害時に、とに  

かく情報の風通しを良くする、そのことが大事だと教訓を得ましたので、市民の

皆さんが身の回りの被害状況の送り手となる、双方向による災害時総合情報 

サイトの構築を加速化します。当初、令和７年４月からの運用を予定していま 

したが、令和６年１０月から運用できるよう、構築作業を前倒ししてまいります。 

さらに復旧事業として、子どもたちが待ち望んでいる日本平動物園のローラー

スライダーの復旧作業を進めてまいります。 

以上２本の柱の下、２月の補正予算で進める主な取組をご説明いたしましたが、

この他に、これまでに進めてきた台風 15 号被害からのインフラ、公共施設の  

復旧事業や人件費などについて、決算を見込んだ減額を行います。このため、 
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今回の補正予算の規模は一般会計が約 47 億 200 万円の減額、特別会計が約２億

5,100 万円の減額、企業会計が約３億 3,900 万円の減額、総額では約 52 億 9,200

万円の減額となり、令和４年度の予算額の累計は一般会計が約 3,851 億円、    

特別会計と企業会計を合わせた総額では約 7,051 億円となります。補正予算に

ついては以上であります。 

次は、「しずおかハグくむ子育てプロジェクト」をスタートします、という案件

です。ただ今説明したとおり補正予算の中にも、子どもの安全安心対策を計上 

しましたが、先ごろは岸田総理が施政方針演説の中でも少子化対策の強化を 

表明されました。静岡市でも４次総において子ども施策により一層力を入れ、 

この４月から、しずおかハグくむ子育てプロジェクトと名付けた政策群をスタ

ートしてまいります。子育て政策につきましては、３次総において静岡の未来を

担う子どもたちが、すこやかに暮らし、そして育つことのできる環境整備を着実

に進めてまいりましたが、４次総でそれをさらに強固に加速化していきます。昔、

安倍川の上流からは金が産出されて、それで家康公がきな粉をまぶした餅を 

安倍川餅と名付けたという逸話が残っておりますけれども、現在のわが国は 

金も産出されません、石油も出ません。わが国の財産、資源というのは人であり

ます。そして私も１２年間まちづくりは結局、人づくりだなと、そんな思いを 

強くしております。ですので、子ども・子育て政策に最優先で取り組んでいく。 

これは極めて、これからの日本が大事にしなければいけない公共問題だという

ふうに位置付けています。そこで４次総の５大重点政策のトップに「子どもの 

育ちと長寿を支えるまちの推進」を位置付けました。子ども未来局が立ち上げた

プロジェクトチームが集めた子育て家庭のリアルな声、これに耳を傾けました。 

ここからはモニターパネルとともに説明をしてまいります。子育て中の   

お母さん方のリアルな声をとにかく集めて、それを基に、われわれ行政が、  

ここのところの政策群を立案していくという作業を、この半年間、重ねてきま 

した。子育てには多くの費用がかかる、子育て中の孤独感、子育てへの不安が 

ある。そして、天候や周囲に気にせず、思いきり子どもたちが遊べる場所が欲し

いと、そんな声を数多く聞いたわけであります。そこで、これらの声を受けて、

静岡市型といってもいいと思いますけれども、二つの安心ですね。子育ての  

当事者である保護者の目線に立った「ハグくむ子育て」の安心と、お子さん、  

子どもや若者の目線に立った「ハグくまれる」子育ちの安心と、この二つの視点

を持ってしずおかハグくむ子育てプロジェクトを始動していきます。愛称は 

しずハグと呼んでもらったらうれしいです。このハグという片仮名には、もち 

ろん育む、育てるという意味と、子ども、若者と子育て家庭をオール静岡市で 

ハグしていく、包み込んでいく、そうやって支援をしていくという思いが込め 

られています。次のモニターパネルをご覧ください。ハグくむ子育ての安心では、
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安心して楽しく子育てができる環境の整備に向けて三つの視点、経済的な支援、

人的な支援、そして環境の整備に取り組んでまいります。 

そして、一方、ハグくまれる子育ちの安心ではヤングケアラーへの支援、    

インクルーシブ教育、保育の推進、そして子どもの安全安心の確保の三つの視点

で取り組んでまいります。まずハグくむ子育ての安心として、これは     

政令指定都市で初めて第２子の保育料の完全無償化を、今年の４月より実施を 

することを決断しました。現行の制度では、きょうだいの就学の状況や所得に 

よって第２子以降の保育料を、全額もしくは半額負担していただく世帯があり

ましたけれども、その条件を一切撤廃します。静岡市は４月より第２子以降の 

保育料を完全無償化することによって、子育て世帯の経済的な負担を軽減して

まいります。この無償化によって現在、半額を負担していただいているご家庭で

は平均で月額約１万 6,200 円、全額を負担していただいているご家庭では、  

平均で月額約３万 2,500 円の負担の軽減につながります。その分を他の教育費

に充てていただきたい。より多くの子育て世帯が安心して子育てに取り組む 

ことができるような応援をしてまいります。 

もう一つ、伴走型相談支援と題しましたけれども、ここを強化していきます。 

このモニタースライド、左側をご覧いただきたいと思います。これも昔は、昭和

の頃といっていいのかな、コミュニティがまだしっかりしていた頃は、近所の 

おばさんが、子どもができると若いお母さん方に「こうしたほうがいいよ」  

「ああしたほうがいいよ」と世話を焼いたんですね。また若いお母さんもそう 

いうおばさん方に先輩として「こういうときにはどうしたらいいの」というふう

に悩みを打ち明けることもできた。しかし、そのことができづらい世の中に  

なってしまっています。また、ここは指定都市ですので、転勤族でご主人に  

伴って奥さんが、友達が何もいない、この静岡市に来られるという場合もあり 

ます。ですので、先ほど職員が集めてきたリアルな声にも、そういった「孤立  

した気持ちになることがあるよ」ということが数多く寄せられたため、そこの 

ところを行政の施策によって補強していくという考え方であります。新たな   

訪問相談支援を実施していきます。現行の訪問支援は出産直後の赤ちゃん訪問

だけなんですね。それを、加えて保健師さんによって妊娠の後期、そして１歳児、

２歳児のタイミングでの訪問を追加していきます。とりわけ妊娠後期には出産

を直前に控えて不安や悩みを抱えているというお母さんが多い。そして、お子 

さんが１歳になる頃には他の子に比べて発達や発育が遅れてないか、という 

悩みや、育児休業などで人と接する機会が少なくなることによって孤独感を 

覚えやすい時期である。また、お子さんが２歳になる頃には、お子さん自身が 

成長してイヤイヤ期が始まったりしますので、子どもとの接し方が分からない

といった悩み、あるいは食事の好き嫌いも出てきますので、それについて、どう
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いうふうに対応したらいいかということ。そこのところのアドバイスができれ

ばな、というふうに思います。このように子どもの成長に併せて悩みが増える   

タイミングに助産師さんや保育士さんなどの専門家による支援を追加し、気軽

に相談できる機会を提供してまいります。これが伴走型の相談。また、こう  

いった訪問支援と併せて、一人一人の妊娠週数や子どもの月例に応じて必要と

なる子育てに対するタイムリーな情報を静岡市のＬＩＮＥ公式アカウントから

発信してまいります。妊娠期からお子さんが満３歳になるまでの間、おなかの 

赤ちゃんや子どもの成長に合わせたアドバイスや予防接種、健康診断の案内、 

子育てサービスの情報などをきめ細かく月齢に応じてお届けする。そのことに

よって重ねて申し上げますが、子育て中の孤独感や不安感といった心理的な 

負担に寄り添って、静岡市では安心して子育てができるような、そんな環境を 

整備してまいりたいと思います。 

そして、これも声として多かったですね。先週の土曜日に、ま・あ・るの    

１０周年が行われました。非常にキャリア教育の先駆けとして、ま・あ・るで  

育った小学生が素晴らしい発表をしてくれて、私自身ま・あ・るを、１期目の  

子ども・子育て政策の第１弾として整備をしてよかったなと、すごく感慨深く 

感じたんですけれども、ぜひ記者の皆さんもこのま・あ・るが頑張っていると 

いうことを、ぜひ取材していただきたいなと願っております。本当に小学生が 

ヨーロッパの子どもたちと同じように、小さな段階から自分はこんな仕事が 

合っているかもしれない、テストの点数を良くするために勉強するんじゃない、

将来こんな仕事をしたいから勉強するんだ、というふうな発想になってもらう、 

そんな一つの子育て施設である、ま・あ・る、すごく成果を得ているなという  

ふうに自負しています。ただし、そんなキャリア教育の現場としてのま・あ・る

よりも、もっと単純に子どもを無料で一日中遊ばせておくような、そんな遊び場

が欲しい、例えば、兵庫県の明石市、あるいは県内だと島田市のこども館が  

有名ですけれども、北欧のボーネルンドの遊具を取り入れて、そこでとにかく 

遊ばせる、そんな場所が欲しいという声もありました。ですので、親子が楽しく

過ごせる遊び場に向けた取組も着手します。令和８年度のオープンを目指して、

今年度より調査研究や市民の皆さんとの意見交換などを実施して、どこにつく

るか、どんな遊具をそろえるか等々、検討してまいりたいと思います。これが 

一つ目の柱であります。 

二つ目、今度は子どもの目線に立ったハグくまれる子育ちの安心、まず取組の 

一つとしてヤングケアラーへの支援、これを強化します。県の調査によりますと

令和３年度時点で静岡市には 1,942 名のヤングケアラーが存在し、食事の準備

や洗濯などの家事に加え、幼いきょうだいの世話をしてくれているなどが  

分かっています。そうした実情を踏まえて、ヤングケアラーを早く発見をし、 
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その負担を軽減するための支援に取り組んでまいります。そこで、それに資する

コーディネーターの皆さんを配置したり、関係機関を対象とした研修を実施 

したり、地域の支援に対する機運を醸成してまいります。さらに家事や病院の 

付き添いなどを代行するヘルパーさんの派遣などのサポートの充実も図って 

まいります。併せて、２番目、３番目の取組として、誰一人取り残されることの

ない、ともに子どもたちが成長できるようなインクルーシブ教育、保育のさら 

なる推進を目指すとともに、市立こども園のＩＣＴ化をはじめ、デジタル技術を

活用した子どもの見守り環境の整備なども行ってまいります。 

まとめであります。住み続けたい、より子育てしやすいまちへと書いてあり  

ますが、ハグくむ子育ての安心とハグくまれる子育ちの安心、これは４次総を 

策定するに当たって丁寧にパブコメも２回しました。また市議会各派からも 

「ここのところを４次総では強化せよ」という、ご提言をいただきました。  

その多くの市民の皆さん、市議会の皆さんの要望に応えた形の４次総の５大 

重点政策のトップ項目であります。子育て家庭が安心して楽しく子育てができ、

全ての子どもや若者が、夢や希望を持って静岡市で、すこやかに、たくましく 

しなやかに育つことができる環境を整えてまいりたいと思います。これは、  

ＳＤＧｓ未来都市のミッションでもあります。連携をしてみますと、実に子育て

に関することはＳＤＧｓの１７の目標のうちの７つに該当するわけですね。 

目標１の貧困をなくそうから１７のパートナーシップで目標を実現しようまで。

ですから、ＳＤＧｓという観点からも、これは大事な４次総の政策群であります。 

そのスタートダッシュを、初年度から取り組めるような予算をこれから議会 

で議論してまいります。ぜひ次の市長さんにもこの４次総、しずおかハグくむ 

子育てプロジェクトを大事にしていただいて継承していただきたい、という 

ふうに願っております。私からは以上です。 

◆司会 

それではただ今の発表案件につきまして、皆様から、ご質問をお受けしたいと 

思います。ＮＨＫさん、お願いいたします。 

◆ＮＨＫ 

ＮＨＫです。二つ伺います。遊び場づくりですが、市長が今おっしゃった   

ま・あ・るですけど、すでにる・く・ると比べて明らかに人が少ない。いまだに

人が少ないにも関わらずウェブ予約しないと入れない、気軽にふらっと立ち 

寄って遊べる場所になっていない。実際、利用も進んでいなくて、いつ行っても

結局は貸し切り状態みたいな状況になっていることについて、既存施設の活用

ということについては市長、どうお考えなんでしょうか。 
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◆市長 

そんなことはないと思います。ぜひ、ま・あ・るへ行ってみてください。そして、

子どもたちに、ま・あ・るの魅力というものを伝えてみてください。もっと   

もっと、ま・あ・るはポスト１０年に向けて充実していくというふうに、私は  

確信しています。 

◆ＮＨＫ 

市長、行ってみてくださいとおっしゃいましたが、市長、式典のない普通の、  

土日でも結構ですけれども、普通の日に行ったことありますか。 

◆市長 

今までの１０年間の成果をレビューをするＶＴＲを拝見しました。 

◆ＮＨＫ 

ＶＴＲというのは当然子どもたちで賑わっているところを抜き出して、われわ

れも映像を作る時はそうするものですので、普段の様子ってご存じですか。 

◆市長 

確かに一つ課題を提起しておきました。それは教育委員会との連携を、次の  

１０年にさらに強固にしてほしいということです。結局１０年前、私、設計の 

時にも「そこ大事だよ」ということを申し上げたんですけれども、残念ながら 

１０周年の記念式典、教育委員会の関係の方は一人もいませんでした。つまり、

これ、キャリア教育という観点から経済局の職員が所管をしているんですね。 

ですが、教育委員会が学校のキャリア教育の場として、もっともっと、ま・あ・

るを活用していただきたい、そして、多くの小学生のお子さんたちに、ま・あ・

るの楽しさというのを教育活動の一環として体験してほしい、そうすると、  

そのベースができます。母集団が多くなりますので、そこから、じゃあ、今度は

家族で、プライベートでま・あ・るへ行ってみよう、ま・あ・るへ行ってみたい

という子どもたちも増えるかもしれません。そんなことによって、記者ご指摘の

ご懸念がこれから解消されていくのではないかな、というふうに私は思って、 

そのことを、これからの課題だね、ということを提起してあります。教育委員会

の皆さんに、僕、教育長にはまだ言っていませんけれども、この前の土曜日の 

ことでしたのでね、教育委員会に協力を求めていこうと思っています。 
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◆ＮＨＫ 

結局、現状の利用者数に問題意識は、これ、現状は少ないな、と思っていらっ  

しゃるのかどうかということと、ふらっと遊びに行けない、ウェブ予約が必要 

であるという状況については、これは是とされているのかどうか、いかがで  

しょうか。 

◆市長 

まだまだ伸びしろがある、というふうに思っています。 

◆ＮＨＫ 

分かりました。そしてインクルーシブ教育について伺います。これはもう   

親御さんから質問することを承諾いただいているというか、希望されてますの

でお尋ねしますが、松野小学校での鈴木大斗君の通学２年弱、市長は人工呼吸器

をつけた子どもの普通校、静岡市の学校への通学、先行事例として取り組んで 

いくと、２年前おっしゃったように記憶してますけれども、大斗君の事例から 

どのような学びや気付きや教訓があったかお聞かせいただけますか。 

◆市長 

大斗君が今回亡くなられたことということは、お悔やみを申し上げたいなと 

思います。残念でした。ただ、なんとか松野小学校の環境整備が、これは記者  

さんの問題提起もあって、われわれ取り組むことができたということは   

よかったなというふうに思っています。大斗君の思い出というのは、友達たくさ

ん、記憶として残ると。それが将来の彼らの人間性の育みになったらうれしいな、

インクルーシブ教育の成果になったらいいな、というふうに思っています。 

◆ＮＨＫ 

保護者の方からは、このまま何もなかったかのように終わってほしくない、  

というお言葉も聞いておりますが、大斗君のケースから何か今後に向けて、  

同様の事例への対応について、何かお考えのことあるんでしょうか。 

◆市長 

もちろん大斗君の存在が、静岡市のインクルーシブ教育に弾みをつけてくれた、

すごく貢献をしてくれたと、そんなふうに受け止めていただいて結構です。 

◆ＮＨＫ 

弾みや貢献とおっしゃいますけれども、２年前も私申し上げましたけれども、 
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残念ながら命の期間が他の子どもよりも限られている場合が多い      

医療的ケア児について、彼は小学校入学前からずっと静岡市の学校に通いたい

と希望していました。それが３年間、かないませんでした。５年通えるはず  

だったところが２年弱でした。このことをどう思ってらっしゃるんでしょうか。 

◆市長 

記者、まだそういうおっしゃいかたをされますか。私たちが教育委員会と一生 

懸命取り組んできたということを、ぜひお伝えをいただきたいと思います。誰 

一人取り残さないという理念に対して、とにかく早期に頑張って、松野小学校、

一人の子どもたちのために環境整備をしたというふうに思っています。 

◆司会 

その他、発表案件に関するご質問いかがでしょうか。日経新聞さん、先にお願い

いたします。 

◆日経新聞 

日経新聞です。ヤングケアラー支援の点について１点お伺いしたいんですけど

も、三つ目の■のところの家事代行のヘルパー派遣については、直接的なヤング

ケアラーの負担軽減というところだと思うんですけども、これに関して費用に

ついての負担面が、ちょっと伺いたいんですけども、どのような形になります 

でしょうか。 

◆市長 

これは実務的に財政局長、あるいは子ども未来局長から、お答えをさせていただ

きます。 

◆子ども未来局長 

子ども未来局長の橋本です。ヤングケアラーのヘルパー派遣に関するご質問と

いうことでよろしいでしょうか。 

◆日経新聞 

お願いします。 

◆子ども未来局長 

ヤングケアラーのヘルパー派遣につきましては、介護をされている方が、福祉的

なサービスにつながっていない場合、つなげるまでの間、必要な介護ですとか 
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家事のお手伝いをするために、ヤングケアラーのいる世帯にヘルパーを派遣 

する事業であります。基本的には利用というか、負担なしということで考えて 

おります。 

◆日経新聞 

すいません。つまりこのサービスを受けてヘルパーの派遣を受けている間に 

通常のというか、ご自分でデイサービスであったりとか、通所施設というものに

対してアプローチしてください、という意味でのつなぎという意味ですか。 

◆子ども未来局長 

そういうことです。つながるまでの間のお手伝いということになります。 

◆日経新聞 

その間は無料というのは、先ほど伺ったんですけども、期間というのは決まって

いるんですか。 

◆子ども未来局 

つながるまでの期間ということで個別に違うということで考えています。 

◆日経新聞 

分かりました。ありがとうございます。 

◆司会 

中日新聞さん、お願いいたします。 

◆中日新聞 

中日新聞です。お願いします。２月の補正予算のほうで災害用のウェブサイトを

作る、前倒しするって話だと思うんですが、これは市独自でやるのかな、と思う

のですが、どんなサイトにしたいか、その辺の意気込みみたいなのを、一言もら

ってもいいですか。 

◆市長 

今回の台風１５号で情報の発信受信という点でうまくいかなかったという教訓

に基づいて、このサイトを構築していきたいと思っております。 
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◆中日新聞 

ごめんなさい。どういうふうなサイトにしたいだとか、その辺の狙いというか、

ビジョンみたいのはありますか。 

◆市長 

まず、より早く災害の状況を受信するということですね。把握をするということ

ですね。そのために市の職員も各地を回るわけですけれども、それでは、まだ 

足りなくて、把握できない被害状況がある、それを市民の皆さんから寄せて  

もらう、市民の皆さん自らが、ここがこうなっているよ、ということを寄せて 

もらって、それを受信する体制を整えるということ。そして、発信については 

市民が今知りたい情報は何だと、双方向のやりとりが、そのサイトでできること

によって把握をして、適切に知りたい情報を一元化して行政のほうから発信を

する、こんなサイトを目指しています。 

◆中日新聞 

ありがとうございます。あと１個、費用負担の話で、第２子保育料完全無償化 

なんですが、この費用負担について国とか県が負担するのか市が負担する、  

担い手と費用とか、その辺、お尋ねしてもいいですか。 

◆市長 

これも本当に子ども未来局と財政局がタフな議論をした上で決めたことであり

ますので、どっちが答弁する？ 

◆子ども未来局長 

子ども未来局長橋本です。第２子の保育料の無料化には、年間だいたい７億円 

程度の費用負担が必要になりますけれども、全て市が負担するということに 

なっております。 

◆司会 

その他はいかがでしょうか。共同通信さん、お願いいたします。 

◆共同通信 

すいません。共同通信と申します。ちょっと子育て政策に関連してお伺いしたい

んですけれども、県内の保育施設で相次いで不適切保育の事案が明らかに  

なっています。政令市や都道府県には１年に１回、実地で保育施設を監査する 

義務があると思うんですけれども、コロナで対面の監査も減っているという 
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ことも指摘されています。自治体に不適切保育を防ぐために、できることという

のは何かお考えをお伺いできますでしょうか。 

◆市長 

それは法定のチェックということをきちっとやる、に尽きると思いますが… 

◆共同通信 

対面での定期監査の重要性について、どのようにお考えになられますで   

しょうか。 

◆市長 

それは大事なこと、リモート便利ですけれども、やっぱり対面でやるべきです 

よね。さらに先ほどの私の発言に加えるならば、保育士の質ですね。ここの  

ところは、やっぱり充実していかなきゃいけない、また保育士さんが普段は  

とてもいい先生だったよ、というふうに親御さんから言われる。実はそういう 

ことをやっていた、この２面性。これって何なんだろうな、記者さんもすごく  

難しいことだと思いませんか。そこら辺、実は保育士さんが、すごくいろいろな

事情を抱えていて、いっぱいいっぱいだったのかもしれない。保育士さんの質の

環境、そして保育士さんのほうは働けるに十全な環境も整える。非常にいろいろ

な、総合的な、今の保育現場の厳しさを今回突き付けた、そんな事例なんじゃ 

ないかな、というふうに私は分析をしています。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは幹事社質問に移りたい

と思います。静岡新聞さん、よろしくお願いいたします。 

◆静岡新聞 

幹事社の静岡新聞です。よろしくお願いします。新型コロナに関して、政府が  

感染症法上の位置付けを５月の連休明けからインフルエンザと同じ５類に  

引き下げる方針を決めました。マスク着用については個人の判断に委ねると 

しています。市内の今の感染状況を踏まえて、国の決定に対する市長の受け  

止めと、市の今後の対応についてお聞かせください。 

◆市長 

発症から３年がたちました。大きな節目を迎えています。静岡市での新規陽性者

数は減少傾向にはあります。しかし、一方、依然として医療現場は、ひっ迫が  
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続いております。まだまだ、適切な感染対策は必要であると考えています。  

そこで、今回示された個人の判断に委ねることを基本としたマスクの着用を 

含め、パーテーションや手指消毒、換気などのさまざまな感染対策について、 

市民の皆さんの混乱を招くことのないように、国には５類への移行を前提と 

して、改めて、その有効性を検証し、エビデンスをもって具体的に示していた 

だきたいということを要望しています。マスクの件を含めて医療提供体制など、

５類への変更に伴う具体的な方針は、今後、国から順次、示されてくる予定で 

あります。静岡市としては関係機関と連携をしながら、円滑に調整を進めて、 

引き続き情報発信をしてまいるつもりであります。 

◆市長 

では、ただいまの幹事社質問に関連したご質問をお受けしたいと思います。いか

がでしょうか、よろしいでしょうか。それでは、その他のご質問をお受けいた 

します。読売新聞さん、お願いいたします。 

◆読売新聞 

読売新聞社です。先日総務省が住民台帳に基づき静岡市の人口動態について

1,379 人の転出超過だという数字を発表したんですけれども、これおそらく  

政令市移行後、最多の社会減じゃないかと思うんですが、これの原因について、

どういうふうに分析されているのか、そして、またどのように受け止められて 

いるかを教えてください。 

◆市長 

私も同じ問題意識で分析をしてきました。そしたら、これまでの傾向と異なって、

今回、外国人の方の市外への流出が多かったことが原因の一つになっていると

いうことが分かりました。なぜ外国人の方が市外へ、この時期流出したのか、 

その分析も進めてまいりたいと考えています。 

◆読売新聞 

そうしますと、非常に特異な現象だったというふうに受け止めているっていう

ことですか。 

◆市長 

そんな報告を受けていますけどもね。 
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◆読売新聞 

市長は３次総で７０万の目標維持を掲げてこられて、いくつかの施策を打って

こられたと思うんですが、その施策の効果が十分ではなかった、というふうに 

受け止める見方は間違っていますでしょうか。 

◆市長 

それは間違っていると思います。マクロの見方とミクロの見方をしていただき

たいと思います。ミクロでこういう数値というのは出てくると思います。でも、

マクロで全体的に見れば、とにかくストレッチ目標７０万という達成はできな

かったかもしれないけれど、それに向かって、あらゆる施策を、私たちは他の 

自治体に先駆けて実施してきた、そういうインセンティブにはなった、という 

ふうに思っています。ですから、社会増という点では有楽町の移住支援センター

もおおいに貢献してくれましたし、ある程度の人口減少が、われわれの施策に 

よってマクロで食い止められたというふうに私は思っています。 

◆読売新聞 

マクロということは、つまりこれは２０２２年の一時的な減少で、もう少し  

マクロって言い方が長期的という意味なのか、そういうふうに捉えれば、それは

ある程度抑えられている、というふうに考えているということでしょうか。 

◆市長 

それって本当とにね。そう願いたい、そう思いたいと思っています。 

◆読売新聞 

以上です。 

◆司会 

朝日テレビさん、お願いいたします。 

◆静岡朝日テレビ 

静岡朝日テレビと申します。よろしくお願いします。リニア工事の件でお尋ね 

します。静岡市はＪＲとの間で県道南アルプス公園線の整備をする、という協定

を結んでいると思うんですが、先日、川勝知事が会見で、この工事全然進んで 

いない、というような趣旨のことを発言していたんですが、実際どうなのかと 

いう点と、そのことに関して市長の見解をお聞きしたいと思います。 
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◆市長 

それは、県が、今後、リニアのことについて、合意を求めたらば、すぐに工事が

できる、その状態までできている、ということであります。それが、まず大前提

だということですね。 

◆静岡朝日テレビ 

協定書を結んだ時の資料を見ると、２０２０年度中に工事を始めるみたいな 

記述もあったんですが、実際のところは、今どんな進捗状況なんでしょうか。 

◆市長 

今日は、建設局長は来ていますか、来てない。とにかく今、スタンバイの状態で

ある、というふうに理解してほしいと思います。 

◆静岡朝日テレビ 

なんでこういう質問をしたかといいますと、ＪＲ東海の社長が退任するという

ことで、田辺さんも次は出ないというふうなことをおっしゃっているんですが、

そうすると、この協定とか、約束自体がどうなってしまうんだろうっていう  

不安を住民が抱いているみたいな話も聞いたものですから、そのことについて

は、いかがですか。 

◆市長 

本当に私自身というか、静岡市はもう合意をしているわけですから、つまり、 

環境と経済の問題、折り合ってここで合意をしようよ、ということを決定した 

わけですね。あとは県知事さんがリニア推進ということを掲げているわけです

から、そろそろ、いつも私が申し上げていることですけれども、合意形成の  

プロセスに尽力いただければありがたいな、というふうに思っています。 

◆静岡朝日テレビ 

そうすると、人は替わっても、この約束自体は変わりがないと。 

◆市長 

静岡市とＪＲ東海さんはもちろんであります。 

◆静岡朝日テレビ 

ありがとうございます。 
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◆司会 

ＮＨＫさん、お願いいたします。 

◆ＮＨＫ 

ＮＨＫです。昨日公表された台風１５号の中間報告について、市長の行動に  

ついて触れられたところが何もなかったことに疑問を持たれた方が多かった 

ようです。視察前に、被害発生翌日に、敬老会や地域の祭りに参加していた  

ことも含めて、市長ご自身どう振り返られているのか、お聞かせください。 

◆市長 

もちろん今回の災害対応の最終責任は市長、本部長である私になります。そして、

今回の検証の目的は災害対策本部がどう機能したのか、何がうまくいって、  

何がうまくいかなかったのか、このことを明らかにして、今後の防災・減災の 

対策につなげていくということであります。一連の対応の中で、私はその時々で

把握できていた情報を基に判断してまいりました。その把握できた情報に不足

があったことも含めて、私の責任であると理解をしています。 

◆ＮＨＫ 

敬老会や龍勢のお祭りに参加したことは、適切な情報を報告受けて認識してい

れば、あんなことはしなかったという反省があるということでしょうか。 

◆市長 

それも一つあるかもしれません。しかし、私は別の大義であの場に寄ったという

ことですよね。それがいろんな市民の皆さんの感想になったということは、  

あれが適切な行動だったかどうか、私自身、今でも自問自答しています。 

◆ＮＨＫ 

もう４カ月、５カ月たちますけれども、ご自身の行動が適切だったかどうか、 

まだ、ご自分の中で結論が出ていないということでしょうか。 

◆市長 

そうですね。とにかく興津川の取水口に行くという道の途中で龍勢の花火に 

寄ったという経路であります。３年ぶりの龍勢の開催だから、そして、子ども 

たちにとって、この伝統行事、忘れられちゃうと困るから今年は断行するんだ、

という決断も聞きました。実行委員会の皆さんも大変だったと思います、有度と

いうのは、災害の程度がひどかったところと、軽微だったところの差が激しい 
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ですのでね。実行委員会が開催した裏には、被害があった地区の自治会から、 

なんで開催するんだ、という実行委員会や自治会連合会に対する批判もあった

というふうに報告を受けています。その中で何を基準にして開催をするのか、 

何を基準にして市長がそこへ行ったのかということは、それぞれの判断である

というふうに、私は、ぜひ市民の皆さんにお伝えしたいと思います。 

◆ＮＨＫ 

開催の是非は、誰も別に、今、たぶん問うている方は、そんなにいないと思い  

ますが、市長の行動は。 

◆市長 

記者さん、そのことをご存じでしたか。 

◆ＮＨＫ 

そこは存じませんでしたが、そこをなんで開催したんだということを、声を大に

して批判する声を、私は聞いていませんでしたので、そこは認識なかったです 

けど、それよりも、まず市長の行動として適切だったと、今、振り返ってらっ  

しゃるのかどうなのかを、お聞かせいただきたいんですが。 

◆市長 

先ほど申し上げておりますけれども、今でも自問自答をしております。 

◆ＮＨＫ 

自問自答ということで、分かりました。 

◆司会 

朝日新聞さん、お願いいたします。 

◆朝日新聞 

朝日新聞です。今のことにも関連するんですが、昨日の中間報告の中では、  

組織が、どう動いたのかが検証対象であって、個人である市長は検証の対象外 

であると、こういうふうに検証チームの方が明言されておりましたが、今のお話

等を聞くと、自問自答の部分もございますようなので、ご本人から話を聞いて、

つまりヒアリングの対象にもなってない、というふうにいっていましたので、 

ご本人が、やはり、そういった聞き取り調査に応じていて、どうして、ああいう

ことをやってしまったんだということの自問自答の部分について、しっかりと
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検証することが必要ではないかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

◆市長 

職員の言うとおりです。私自身は自問自答をしていますし、また職員の皆さんと、

そういう議論で私の行動判断に対して、どう思ったか、ということを私自身は 

聞いております。ヒアリングをしております。ただ、その私の最終的な責任、  

政治的な責任、道義的な責任は負います。一方で、これは、誰が市長になっても

静岡市のこれからの災害対応力、危機管理能力を向上していかなければいけ 

ないわけですね。ですから、それは行政の各所、どこが足りなかったのかという

ことをきちっと検証する、それが大事なんだ、これは切り離されるべきだと、 

私は思います。 

◆朝日新聞 

すいません。ちょっとよく分からなかったのですが、要するに市長ご自身は  

この検証チームのヒアリングを受けていないですか、受けているんですか。 

◆市長 

いや、正式に受ける、受けないということではないんです、だけど。 

◆朝日新聞 

いや、すいません。受けているか、受けてないか、まず検証チームの昨日の   

言い方ですと、受けていない、していないというふうに言っていたんですよ、 

危機管理総室長が。 

◆市長 

そうです、受けていません。 

◆朝日新聞 

だから、今の話だと受けてないですよね。 

◆市長 

はい。 

◆朝日新聞 

じゃあ、受けるべきではないかな、というふうに思うわけなんですよ。要するに 

組織が運用しているのを、ああだこうだっていうふうにやる前に、組織の中に 
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いるのは人間ですよね。つまり、要するにヒューマンの部分に踏み込まないと、 

組織の検証に私はならない、というふうに思っておりますので、あるいは、  

庁内のチームの人たちが遠慮で市長さんから話を聞かない、ということも  

考えられますので、これ本部長ですよね、市長さんは、市長さんから、本部長  

からチームに指示を与えて検証させるというふうに思いますので、ちゃんと 

個人からもヒアリングをすべきであると、最高責任者の私からもヒアリングを

すべきであると、そういうご指示を出されればいいんじゃないかな、と思います

がいかがでしょうか。 

◆市長 

ただ、それが報告書に記載されるべき性質のものではない、というのが私の考え

であります。 

◆朝日新聞 

いや、じゃあ何のための報告書だっていうことになりますよ、それ。 

◆市長 

先ほど申し上げたつもりだったんですけど、もう少し分かりやすく申し上げ 

ますと、どなたが市長でも静岡市役所がシステムとして、組織として、ヒュー 

マンエラーも含めて検証されるべきことなのです。そこのところは、やはり、 

私としては次の市長に災害対応力、危機管理能力を向上するための一つの指針

として、この報告書を残していきたいと思います。私自身のジャッジのミスが 

あったら、それは私の政治責任ですので、最終的には、私が引き取っている  

つもりであります。ご理解ください。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。静岡新聞さん、お願いします。 

◆静岡新聞 

すいません。静岡新聞です。よろしくお願いします。静大と浜医大の再編を  

巡って浜松市なんかが中心となって期成同盟会を結成するという報道があった

んですけれども、それに対する市長の受け止めと、静岡市として、それに参加 

するご意向はあるかをお聞かせください。 

◆市長 

これは大学自治の問題でありますので、期成同盟会を作るということが、いかが
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なものかなというふうに私は思います。 

◆静岡新聞 

そうすると、静岡市としても参加する意思は今のところないということで。 

◆市長 

ありません。これは大学間のことでありますので、静岡大学が今後どうあるべき

かという日詰学長の考え方を、私たちは下支えをするということであります。 

どうも期成同盟会には浜松ありきというふうに私には思われます。そうでは 

ない。こんなことで地域対立をしてはいけない。６０年前の歴史の教訓に学ぶ 

べきだと、私はそう思います。大学の自治を尊重してまいりたいと思います。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。 

◆市長 

ごめんなさい。今日、静大の幹部が「政治案件化して対立をあおるようなら困る、

大学自身の判断で進めるべきだ」というふうにコメントしたと。全くそのとおり

だと思う。 

◆司会 

では、時間もまいりましたので、最後の１問ということでよろしいでしょうか。 

では、テレビ静岡さん、お願いいたします。 

◆テレビ静岡 

すいません、テレビ静岡です。さっきの台風の話に戻るんですけれども、私も 

最終報告に記載するしないは別にして、市長がそこまで自問自答をしているの

であれば、市長へのヒアリングをすべきだな、というふうに感じているんです 

けれども、特に今後、市民アンケートを行うという話もあったんですけれども、

当時、あれだけ報道を通して市長の行動等も報じられて、市民からも一種の  

不信感みたいなものがあった中で、今後、市民アンケートとかで同じような、 

市長の行動について、この中間報告で言及がないわけですので、それに対して 

疑問とかが出てきた場合、また先ほどおっしゃったような組織として対応した

から、そこは触れられないという回答一辺倒で答えられるおつもりでしょうか。 
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◆市長 

そのとおりです。 

◆テレビ静岡 

それは非常に市民に対して乱暴というか、せめてヒアリングを受けて、それで 

別に問題なければ、何もそこはヒアリングした結果、特に市と、組織として問題

がないと判断したというふうなことになればいいわけで、それすらもしないで 

そのままやると、いったい何の検証なんだっていう話になってしまいがちだと

思うんで、その辺いかがでしょうか。 

◆市長 

記者さん、公式にそういうヒアリングを受けろ、というご主張かなと思いますけ

ども、そういうことではないんですね。 

◆テレビ静岡 

公式でという意味ではないです。 

◆市長 

つまり、もう、今まで日常会話の中でも、たくさん私は「市長、どうだったの」

と、「いや、これまずかった、僕も」と、そういうやりとりはしています。これ

は、ちょっと情報が不足していて、これを知っていたら、こう言えばよかったと

か、いろんな私自身の反省があるんです。そういうやりとりは、私、職員と   

年中しています。私に対して厳しい意見を言ってくれる職員もいます。苦言も 

言ってくれます。だから先ほどおっしゃったように市長、忖度して、遠慮して、

ヒアリングをしないんじゃないかということは全く当たりません。そこのとこ

ろは、ぜひ私たち１２年間で市長に何か言っちゃいけないことがある、という 

ことをなんとか取っ払って、ざっくばらんな関係つくろうよ、と私自身努力を 

してきました。幹部職員は、私の近くにいる方はとりわけですよね。そうしない

と『裸の王様』になっちゃいますよね。 

◆テレビ静岡 

すいません。そうすると昨日の担当者の方が、市長へのヒアリングはしていない、

という話をしたもので、この質問をしているんですけれども、去年の１０月で 

検証チーム立ち上がって以降、公式ではないものの検証チーム側から市長に 

何らかの日常的な業務の中で、そういうような話があったという認識でよろ 

しいでしょうか。 
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◆市長 

そうですね。 

◆テレビ静岡 

じゃあ、昨日の発言はちょっと間違っているということですね、ありがとうござ

います。 

◆司会 

それでは時間がまいりましたので、本日の記者会見はここまでとさせていただ

きます。次回は２月１５日、水曜日、１１時からの予定となります。 

本日はありがとうございました。 


